
人材養成計画構想・概要  
○対象業務及び対象分野「大学院修士課程相当 高度環境管理」  
○人材養成ユニット名 「環境リスク管理のための人材養成」  
○代表者名       「盛岡 通」  
○提案機関名       「大阪大学大学院工学研究科」  
 

 計画の目標・概要  

 

１．目標  
本計画は、大学院等における環境リスク管理の教育の向上を図り、環境リスク管理の

知識と技能をもつ人材を供給し、実務に携わる者に対する研修を実施し、環境リスク管
理の重要性に関する啓発活動を通して、企業と組織および社会の高まる期待に応えるこ
とを目的とする。環境リスク管理分野における修士課程修了レベルの実践的研究者を養
成開始後３年間で１８人、５年間で３０人養成し、企業および自治体、政府など組織へ
供給する。５年目までに日本リスク研究学会等と連携し、リスク管理者認定制度を構築
し、その年間１０人以上の認定を５年目までに達成する。  

 
２．内容  

環境・エネルギー工学専攻（再編を決定し申請準備中）の環境工学系とエネルギー量
子工学系の両領域、平成１６年４月新設のビジネス・エンジニアリング専攻の領域と連
携し、環境リスク管理の人材育成コースを修士課程の教育カリキュラムの一環として開
設し、講義と実習を通して環境リスク管理に関する知識と実践力を獲得させ、専門性を
持った修士課程修了生相当の人材を育成する。具体的には以下の講義と研究開発を行う。
① 環境リスク管理の基礎や概念など知識、実践的なスキルを習得するためのカリキ

ュラムを策定し、講義を実施する。  
② 産業技術総合研究所との連携で e-learning の教材や演習をウェブ上に開発して、

受講者の自己学習・演習を支援する。  
③ 環境リスク管理の実践トレーニング環境を整備し、OJT 演習を実施する。  
④ 産学連携のもとで学習研修プログラムを策定し、実務セミナーと現地トレーニン

グを行う。  
⑤ 日本リスク研究学会と連携して環境リスク管理者を認定する制度を構築し、技術

者継続教育との連携をはかる。  

 
 

 人材養成の必要性  

 

企業と組織の直面する環境リスクは、製品中物質混入や土壌汚染等の化学物質リス
ク、電力等の供給問題とエネルギーのリスク、エネルギー施設事故等の高度技術リス
クなど、一層拡大かつ多様化し、個別知識では対応できない。米国企業がリスク・マ
ネジャーを設置する動きは加速し、またリスク管理者資格制度も存在しており、環境
リスク管理の強化が進んでいる。他方、日本の現状は、企業と組織の環境リスク管理
の意識は高まっているが、環境リスク・マネジャーの設置は一部の企業にとどまり、
人材、組織化が不十分である。  

そこで、本計画は、研修生と大学院生等に対する環境リスク管理の教育の向上を図
り、環境リスク管理の知識と技能をもつ人材の供給を図る。横断性を強調した学習内
容を提供し、学習上で直接に扱った素材に対するリスク対応能力が高まるにとどまら
ず、遭遇する可能性のある組織と経営のあらゆるリスクに対して能力が向上すること
が期待されている。  

 
 

 計画進展・成果がもたらす利点  

 環境リスク等に対する一層の管理強化と積極的な情報開示が企業に求められてい
て、本提案の環境リスク管理者養成コースから有能な人材を供給することにより、コ
ンプライアンスはもちろん、組織が外部リスクに果敢に対応することで新たなビジネ
スを創出することが可能となり、我が国の産業の発展にもつながる。  

 



課題の実施体制  
○対象業務及び対象分野「大学院修士課程相当 高度環境管理」  
○人材養成ユニット名 「環境リスク管理のための人材養成」  
○代表者名       「盛岡 通」  
○提案機関名       「大阪大学大学院工学研究科」  
 
 

養成拠点の大阪大学内部のリスク研究者が養成業務の中心に就き、負荷削減の環境管理

を得意とする環境工学系の領域、持続可能性に欠かせない原子力安全を扱うエネルギー量

子工学のエネルギー技術の領域、技術の融合・管理・展開を図るビジネス・エンジニアリ

ング専攻間の連携協働プログラムとして推進する。また、リスク解析やリスク・コミュニ

ケーションに関する国内の最高水準の研究者、および実務的な知識や経験を有する企業技

術者を招聘し、リスク解析手法や評価法の E-learning や集中的演習プログラム、企業等の

実務家によるプロジェクト・マネジメントや OJT 的な技法での事例学習と体験支援、共同

企画の日本リスク研究学会の「リスク・コミュニケータ養成セミナー」を実施する。  
さらに、日本リスク研究学会が事務局となる外部評価機関と連携して高度な環境管理者

「環境リスク・マネジャ」の認定制度を構築し、被養成者に対してレベルに応じた資格認

定をおこなう。  
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環境リスク管理のための人材養成 実施内容

平石（地球環境戦略研究機関）
西條（阪大・社会経済研究所）

①リスク理念とリスク
戦略

②リスク・マネジメント
の実践システム

矢野（UFJ総研マネジメントシステム）

加賀、近藤（阪大・環境ｴﾈﾙｷﾞｰ）
東海（産総研・化学物質ﾘｽｸ管理）

③大気曝露リスク
評価

東海（産総研・化学物質ﾘｽｸ管理）

⑤化学物質詳細
リスク評価

座古（阪大・ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

⑦工場安全と環境
リスク評価

池（阪大・環境ｴﾈﾙｷﾞｰ）

④土壌浄化の解析
と対策

森本（阪大・医）

⑥健康衛生および
毒性評価

竹田（阪大・環境ｴﾈﾙｷﾞｰ）
山本（阪大・ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ）

⑧確率論的技術
リスク評価

盛岡（阪大・環境ｴﾈﾙｷﾞｰ）
民間の特任研究員

⑩企業の環境リスク
対応行動

⑪リスク・コミュニ
ケーター養成

土田（関西大・社会）
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ﾘｽｸ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

コア科目 オプション科目

日本リスク研究学会による「環境リスク・マネジャ環境リスク・マネジャ」認証

⑨リスク意思決定

谷口（電中研）


